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個性あふれる夏休みの作品展

９月１日～３日夏休みの力作が集まった「作品展」を図工室で開催しました。

自由研究や工作など、心のこもったさまざまな作品が学年ごとに机の上へ並

べられ、全校児童で鑑賞を行いました。

どの作品も工夫を凝らした力作ばかりで、子どもたちの個性がきらりと光っ

ていました。鑑賞の時間には、友だちの作品を興味深そうに見つめ、「ここが

すごい！」とよいところを付箋紙に書いて伝え合ったりと、互いに認め合うすて

きな姿が見られました。

また、今回は保護者鑑賞会も実施いたしました。お忙しい中、多くの保護者

のみなさまにご来校いただき、子どもたちが一生懸命取り組んだ力作の数々

を温かいまなざしでご覧いただき、本当にありがとうございました。

＜お詫び＞ ９月５日（土）に予定していました親子美化作業は、大雨が続く予報のため、やむを得ず中止と

いたしました。当日に向けてご準備や予定の調整をしてくださった保護者のみなさまには、急な変更となり大

変申し訳ありませんでした。

９月３日、講師に山崎美和さんをお招きし、「アンコンシャスバイアス（無意

識の思い込み）」を演題に人権講演会を開催しました。

講演では、提示された問題に対して、自分の考えを持ち、友だちと意見を伝

え合ったり、全校の前で積極的に発表したりする子どもたちの姿が見られまし

た。さまざまな活動を通して、「それって当たり前」「きっとこうだと決めつけな

い」といった視点で思考を深めていきました。

自分の思い込みに気づき、「ほんとにそうかな」と一歩立ち止まって考える

こと。そして、友だちそれぞれの「自分らしさ」や「よいところ」を認め合うことの

大切さを学ぶ貴重な機会となりました。山崎さんのお話は、子どもたちの心に

確かな「気づきの種」をまいてくださりました。

また、お忙しい中、講演会にご参加いただきました保護者や地域のみなさ

ま、誠にありがとうございました。
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「気づきの種」を育む人権講演会
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